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ミドルマネジメント層の増員 
→ 中途社員の早期戦力化 
→ 既存社員のスキル向上 
→ ＦＣ加盟店へのＳＶ活動強化 

・運営体制の強化 

上期1,500万円の予算執行 
中途社員18名を採用 

ＱＳＣ 

・人材の補強 

Ｑ
Ｓ
Ｃ 

の
向
上 

上期の振返り ①かつや既存店対策 



商品 
・期間限定商品６品投入 ４

９
０
円
商
品
を
３
回
投
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上期の振返り ①かつや既存店対策 



販促  
・キャンペーン２回実施(前年は3回) 

上期の振返り ①かつや既存店対策 
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  前年比 

 ２年前比 

上期の振返り ①かつや既存店前年比 

前年比 １０２.２％ 

２年前比 １０４.２％ 



上期の振返り ②出退店 

かつや(国内) 
・出店 １８ 
・退店   ２ 

６月末時点 ３０８店舗 
(純増１６店) 

かつや(海外) 
・出店   ２ 
・退店   ０ 

６月末時点   １２店舗 
(純増２店) 

その他業態 
・出店   ３ 
・退店   １ 

６月末時点   １６店舗 
(純増２店) 



H27年12月期  
第2四半期決算概要 



直営店 ＦＣ店 

 売上高 

 客   数 

 客単価 

既存店前年比 

１０２.７% １０３.１% 

９９.４% ９８.８% 

１０２.２% １０１.９% 



8,246 

平成２６年２Ｑ 平成２７年２Ｑ 

9,970 

+1,724 +136 

既存店 

+1,060 

2６年新店 

+654 

2７年新店 

△126 

退店 

売上高の増減要因 
（単位：百万円） 



  
平成２６年第２四半期 平成２７年第２四半期 

金額 構成比 金額 構成比 前期増減額 増減率 

売上高 8,246  100.0% 9,970 100.0% 1,724 20.9% 

売上原価 3,633 44.1% 4,692 47.1% 1,059 29.1% 

売上総利益 4,612 55.9% 5,277 52.9% 665 14.4% 

販管費 3,370 40.9% 3,953 39.6% 582 17.3% 

営業利益 1,242 15.1% 1,324 13.3% 82 6.6% 

経常利益 1,224 14.8% 1,363 13.7% 139 11.4% 

当期純利益 779 9.4% 796 8.0 % 17 2.3% 

業績ハイライト 
（単位：百万円） 



主要経費の増減要因 

・売上原価率 ＋3.0pt 
ＦＣ事業部門の構成比の増加 

円安による食材卸売原価の上昇 

店舗原価の低下(前年PEDの反動) △0.1pt 

＋0.6pt 

＋0.9pt 

ＦＣ向け店舗設備の販売形態変更 ＋1.6pt 

・販管費率    △1.2pt 

人件費率の低下 

賃借料等の固定費率の低下   

△0.3pt 

△0.7pt 

販売費率の低下 △0.2pt 



平成２６年２Ｑ 平成２７年２Ｑ 

かつや直営 
５５.８% 

５.３% 

ＦＣ事業 
３７.４% 

かつや直営 
５０.６% 

６.７% 

ＦＣ事業 
４０.５% 

かつや直営 その他飲食事業 FC事業 その他事業 

事業部門別売上高 



（単位：百万円） 

  
平成２６年第２四半期 平成２７年第２四半期 

金額 金額 

特別利益 122 6 

固定資産受贈益 - 6 
店舗譲渡益 93 - 
貸倒引当金戻入額 28 - 

特別損失 51 73 
  
  
  
  
  
  

固定資産除却損 15 23 

店舗閉鎖損失 14 50 

減損損失 16 - 

その他 6 - 

特別損益 



（単位：百万円） 

  
平成２６年12月期 平成２７年第２四半期 

金額 金額 前期増減額 

流動資産 10,190 10,221 31 

固定資産 4,429 4,880 450 

資産 14,620 15,102 482 

流動負債 2,699 2,379 △320 

固定負債 809 928 119 

負債 3,509 3,308 △200 

純資産 11,110 11,793 683 

負債純資産 14,620 15,102 482 

貸借対照表 



（単位：百万円） 

  

平成２６年第２四半期 平成２７年第２四半期 

金額 金額 前期増減額 

営業活動C/F 986 754 △232 

投資活動C/F △164 △615 △450 

財務活動C/F 2,804 △93 △2,898 

現金等増加額 3,624 45 △3,579 

キャッシュフロー 



下期の取組 



下期の取組 ①かつや既存店対策 

ＱＳＣ … 「人材補強」と「運営体制強化」 

～2014年 
ＱＳＣを維持しながら 
新しい顧客を獲得するフェーズ 

平均月商（万円） 

２００７年 ６７０ 

２００８年 ６７８ 

： 
： 

２０１４年上期 ７６６ 

２０１４年通期 ７７５ 

平均月商（万円） 前期比 

２０１５年上期 ７７５ 101.1％ 

通期(計画) ７８３ 101.0％ 

2015年～ 
ＱＳＣを向上させるために 
新たな施策を実施するフェーズ 

人材補強 

運営体制
強化 

QSC向上 

客数増加 



下期の取組 ①かつや既存店対策 

商品 … 販売時間限定商品の検討 

グランドメニュー 

モーニングメニュー 

ディナーメニュー 

  (朝)   (昼)   (夜①)   (夜②) 

※朝食時間帯の売上は前期比120%超で推移 

※テスト導入検討 

販促 …  
ＴＶＣＭ 
静岡県でのテストを検証し実施を検討 



下期の取組 ②かつや海外 

  前期末 上期 下期 
(見込) 

退店 
期末 
店舗数 

(見込) 

香港 ５ １ １ ０ ７ 

タイ ３ ０ ３ １ ５ 

韓国 ２ １ １ ０ ４ 

台湾 ０ ０ １ ０ 1 

合計 １０ ２ ６ １ １７ 



下期の取組 ③その他業態 

・チェントペルチェント 

・からやま 

既存店前年比110%超(5月、6月) 

４店舗中２店舗が過去最高売上を更新 

６月度平均月商 1,179万円 

下期合計５店舗の出店を計画 

多店舗化に向けて 
食材仕入、安定供給、人材育成などに注力 



2015年通期予想 

2 1 0 億 円 
(119.2％) 

売 上 高 

経 常 利 益 

純 利 益 

2 8 . 0億円 
(106.7％) 

1 6 . 2億円 
(101.4％) 



 
本資料に関するお問合せ 

 本資料を作成するに当たっては正確性を期すため慎重に行っておりますが、完全性を保証するものではあ
りません。本資料中の情報によって生じた損害については、当社は一切責任を負いません。 
 本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断
したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、事業環境の変化等の様々な要
因により、実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることを
ご承知おきください。 

本資料に関するお問い合わせ 
アークランドサービス株式会社 

管理本部 
ＴＥＬ：03-5217-1531 

Ｅ-ｍａｉｌ：ir@arclandservice.co.jp 


